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河川整備基本方針の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

社会資本整備
審議会

（一級水系）
都道府県河川

審議会
（二級水系）

意見

都道府県河川審議会
がある場合

○地域の意見を反映した河川整備の計画制度を導入
○長期目標と、20～30年間の整備計画の2本立てに変更

松尾・下久堅地区治水事業の進め方
第１回松尾・下久堅地区
治水事業協議会 資料-4

平成９年河川法改正

天竜川水系河川整備基本方針：平成２０年７月２５日策定 天竜川水系河川整備計画：平成２１年７月３０日策定

旧
制
度

新
制
度

工
事
実
施
基
本
計
画

内容⇒基本方針、基本高水、計画高水流量等
主な河川工事の内容

工事実施基本計画の案の作成

工事実施基本計画の決定

河川審議会
（一級水系）意見

河
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事

河
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内容⇒基本方針、基本高水、計画高水流量等

原案 学識経験者意見

河
川
整
備
計
画

内容⇒河川整備の目標
河川工事、河川の維持の内容

河川整備計画の
案の決定

河川整備計画の
決定・公表

公聴会の開催等による
住民意見の反映

地方公共団体の長

意見

意見

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持
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松尾・下久堅地区治水事業の進め方

（第1章 第２節 第１項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する現状と課題）

上流部では、鵞流峡等の狭窄部における水位上昇や堤防の高さ不足による浸水等の危険性が
依然として高いことや、狭窄部上流等での洪水時の土砂堆積、橋梁や堰、河道内樹木による洪
水流下の阻害、洪水時の河岸侵食や河床洗掘等で堤防や護岸への危険性が高いこと、（中略）
が課題となっている。

（第３章 第１節 第１項 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項）

上流部では伊那・伊北地区の樹木伐開や河道掘削、鵞流峡付近の河道掘削、 （中略）に

より水位低下を図る。

（第３章 第１節 第１項 １ (1) 河道掘削・樹木伐開・引堤）
上流部では、伊那・伊北地区において平成18年（2006）7月洪水を機に実施中の河川激甚

災害対策特別緊急事業を含む河道掘削や樹木伐開を行う。三峰川合流部より下流においては
鵞流峡等の河道掘削や樹木伐開、引堤を行う。

（第３章 第１節 第３項 ２ (1) 特徴的な景観の維持・形成）
天竜小渋水系県立公園第2種特別地域に指定され、天竜舟下りやラフティングに利用されて

いる鵞流峡の河道掘削は、景観に及ぼす影響が少なくないと考えられるため、模型実験等によ
る掘削形状等の詳細な検討のうえ、関係機関等と十分に調整して行う。また、景観法に基づき
景観行政団体が策定する景観計画との整合を図る。

天竜川河川整備計画 本文中の鵞流峡に関する事項
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鵞流峡治水技術検討会 鵞流峡景観・環境検討会

【目的・位置付け】
鵞流峡対策について、治水技術面からの検討
【着眼点】
・鵞流峡上流（松尾・下久堅地区）及び下流（龍江・
竜丘・川路地区）の治水安全性の確保（堰上対策・
土砂対策）

・重要な環境を保全し、効率的・効果的な治水対策
【手法】
・水理模型実験、数値解析による治水対策の検討

【目的・位置付け】
鵞流峡対策について、景観、環境、河川利用
の観点から対策を検討

【着眼点】
・現在の豊かな環境、景観を可能な限り保全・再生
・現在の河川利用、観光名所としての継続
【手法】
・水理模型、CGなどを用いた景観対策の検討

・現地調査に基づく生物生態系の保全対策の検討

治水

・狭窄部の堰上げ上流区間
の流下能力不足。

・土砂の堆砂よる疎通能力
の低下

河川利用・観光

【河川利用】舟下り・
ラフティング等

【観光】観光資源

景観

豊かな自然が形成
する良好な景観

環境
【自然環境】
天竜小渋水系県立公園の第2種
特別地域に指定
【河川環境】
貴重な生物の採餌や繁殖に利用

現
状
と
課
題

対
策
方
法
の
検
討

松尾・下久堅地区治水事業協議会

【目的・位置付け】
鵞流峡狭窄部の堰上げにより流下能力不足が懸念される松尾地区・下久堅地区

とその治水対策の影響が懸念される龍江地区・竜丘地区・川路地区について、
治水、環境、景観、河川利用の観点から学識経験者や、地域住民、団体、企業
、自治体等の意見を事業に反映し、安心・安全な地域づくりを目指す

【着眼点】
治水対策について、安心・安全な地域づくりや河川利用に着目

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

松尾・下久堅地区治水事業の進め方
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松尾・下久堅地区治水事業の進め方
平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成

24年度
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詳
細
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計
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回
協
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会

第
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協
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6
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議
会

第
1
回
検
討
会
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3
回
検
討
会

第
4
回
検
討
会
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6
回
検
討
会
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7
回
検
討
会

第
1
回
検
討
会

第
2
回
検
討
会

第
5
回
検
討
会

第
7
回
検
討
会

第
8
回
検
討
会

第
4
回
検
討
会

6 9 12 39 12 3 6 9 12 3
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治

水
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会
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術
検
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第
6
回
検
討
会

景
観
・
環
境
検
討
会

第
5
回
検
討
会

第
4
回
協
議
会

第
5
回
協
議
会

水理解析（解析条件の設定→現況洪水検証→対策案の概査→対策案の詳細検討）

模型実験等の解析（模型作成→実験条件の設定→現況洪水検証→対策案の概査→対策案詳細検討→対策の検証）

景観対策の検討（現況環境の把握→治水対策による影響検討→CG・模型による対策検討→地域意見の聴取→対策案決定）

環境対策の検討（現況環境の把握・調査の実施→治水対策による影響検討→保全・再生対象の設定→対策案決定）

安心・安全な地域づくり計画（現況環境の把握→治水事業による影響・効果検証→仕組みづくり・施策の検討）

第
2
回
検
討
会

第
3
回
検
討
会


